
 

船舶事故調査報告書 

令和４年１１月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和４年２月１２日 ０９時１５分ごろ 

発生場所 静岡県御前崎市御前崎東北東方沖  

 御前埼灯台から真方位０７０°２.２海里付近 

 （概位 北緯３４°３６.５′ 東経１３８°１６.１′） 

事故の概要 プレジャーボートWhite
ホ ワ イ ト

 Pearl
パ ー ル

は、北進中、右舷船尾方より波を受

け、転覆した。 

事故調査の経過 令和４年３月８日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート White Pearl、５トン未満（長さ３.３６ｍ） 

 ２８１－３８０５３静岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 軽傷 １人（船長） 

 損傷 船外機に濡損等（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ、波向 南東、海水温 約１７℃ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、定係地の静岡県相良町地頭方
じ と うか た

漁港

を出航し、御前崎東方沖の御前
ご ぜ ん

岩付近で釣りを行ったのち、波が高く

なってきたので帰航の目的で北進を開始した。 

 本船は、約７ノットの対地速力で北進中、右舷後方からの波を受け

て左舷側に転覆した。 

 船長は、海に投げ出され、持っていた携帯電話で１１８番通報して

海上で漂流していたところ、来援した巡視艇に救助され、御前崎港に

到着し、海上保安庁からの要請で待機していた救急車で静岡県牧之原

市所在の病院に搬送され、低体温症と診断された。 

 船長は、救命胴衣を着用していた。 

 船長は、早朝に定係地に来た際、波が高いと思ったが、少し待って

いると収まってきたので出航を決定した。 

船長は、本事故の前日、気象及び海象を調べた際、風速が約３

m/s、波高が約０.８ｍであったので、出航しても危険はないと思って

いたが、沖に出て波が高くなり、危険を感じて帰航を開始して数分で

転覆したので、もっと早く帰航を決断すれば良かったと思っていた。 

 本船の乾舷は、船首及び船尾共に約５０cm であった。 

分析  

 

 本船は、乾舷が約０.５ｍであり、北東の風、北西からの波及び波

高約１.０ｍの状況下、船長が、釣りを目的として出航したことか

ら、波が高く帰航しようとした際、右舷船尾方からの波を受けて転覆



 

したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、乾舷が約０.５ｍであり、北東の風、北西から

の波及び波高約１.０ｍの状況下、船長が、釣りを目的として出航し

たため、波が高く帰航しようとした際、右舷船尾方からの波を受けて

転覆したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、実際の現場の気象及び海象並びに自船の乾舷

から危険であると判断した場合、出航を取り止めること。 

 


